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今月の主な内容

今月の表紙今月の表紙
ピカピカの１年生たちピカピカの１年生たち
始まる新生活に期待と緊張の入学式始まる新生活に期待と緊張の入学式

・特集（北の江の島拠点施設構想２～３ｐ）
・まちからのお知らせ（まちづくり推進交付金４ｐ・狂犬病予防注射５ｐ）
・まちからの報告（檜山沖洋上風力発電計画住民説明会18ｐ～19ｐ・寄附採納20ｐ）

※撮影時のみマスクを外しています



　
江
差
町
は
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

３
月
に
、「
か
も
め
島
」
の
景
勝
や
史

跡
等
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
隣
接

す
る
海
の
駅
「
開
陽
丸
」・
江
差
港
マ

リ
ー
ナ
等
江
差
な
ら
で
は
の
資
源
を
活

用
し
、
町
民
や
観
光
客
が
集
う
拠
点
の

整
備
に
関
し
て
「
北
の
江
の
島
構
想
」

（
た
た
き
台
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
策
定
し
た
基
本
構
想
は
、
新
た

な
道
の
駅
を
目
指
し
、
そ
の
拠
点
と
な

る
施
設
に
関
す
る
整
備
方
針
で
す
。

「
か
も
め
島
」を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　区
域
の
考
え
方

　
今
回
の
基
本
構
想
に
お
い
て
、
か
も

め
島
を
中
心
と
し
た
周
辺
整
備
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
整
理
し
ま

し
た
。

（
Ａ
）
か
も
め
島
エ
リ
ア

　
開
発
や
景
観
の
改
変
は
最
小
限
に
留
め

て
い
き
ま
す

（
Ｂ
）
開
陽
丸
エ
リ
ア

　
町
民
が
憩
い
、
町
外
か
ら
の
来
訪
者
は

「
江
差
に
来
た
ら
ま
ず
こ
こ
へ
」
と
な

る
よ
う
な
魅
力
化
を
図
り
ま
す

（
Ｃ
）
港
湾
エ
リ
ア

　
駐
車
場
や
緑
地
化
を
行
い
な
が
ら
来
訪

者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す

（
Ｄ
）
い
に
し
え
街
道
エ
リ
ア

　
歴
史
あ
ふ
れ
る
「
い
に
し
え
街
道
」
と

一
緒
に
回
遊
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
来

訪
者
の
満
足
度
を
高
め
ま
す
。

北の江の島拠点施設（仮称）整備に向けた
「基本構想」を策定しました

町は令和４年３月に「北の江の島拠点施設（仮称）整備基本構想」を策定しました。
町のシンボルであり自然と歴史の魅力があふれる「かもめ島」を核として、町民が
今まで以上に集い憩うための拠点として、また、町外の方が江差へ訪れた際に最初
に足を運ぶ目的地として賑わうことで、地域全体へ人が流れ活性化する魅力ある施
設とするための基本的な方針を定めたものです。
構想完成版は役場住民ギャラリーでご覧いただけますが、今月号ではその概要につ
いて、ご紹介します。

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｄ）

（Ｅ）

～かもめ島を核とした地域振興に向けて～～かもめ島を核とした地域振興に向けて～
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施
設
の
主
な
機
能

　〇
子
ど
も
達
は
「
ワ
ク
ワ
ク
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（遊
興
空
間
）

　
　
施
設
の
核
は
、
子
ど
も
達
が
季
節
や

天
候
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
遊
べ
る

「
室
内
の
遊
び
場
」
を
作
り
ま
す

　
　〇
子
育
て
世
代
は
「
ホ
ッ
」

　
　
　
　
　（子
育
て
支
援
機
能
・
飲
食
）

　
　
子
育
て
し
て
い
る
若
い
世
代
の
方
が

集
い
、
交
流
で
き
る
と
と
も
に
、
育

児
相
談
や
子
育
て
の
情
報
共
有
が
で

き
る
空
間
を
作
り
ま
す

　
　　〇

世
代
間
を
超
え
て
「
ニ
コ
ニ
コ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（物
販
）

　
　
世
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
日
常
的
に
使
い
た
く
な
る
品
揃

え
の
お
店
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

施
設
を
整
備
す
る
場
所

　
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
場
所
は
「
現
在
の

開
陽
丸
管
理
棟
」
付
近
（
右
図
の（
Ｂ
）の
場

所
）
と
し
、
整
備
後
は
、
老
朽
化
し
た
開
陽

丸
管
理
棟
の
機
能
も
兼
ね
る
こ
と
と
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
　

基
本
計
画
策
定
へ

　
今
回
策
定
し
て
い
る
基
本
構
想
は
、
北
の

江
の
島
構
想
の
拠
点
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

「
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
」「
施
設
機
能
」「
場

所
の
検
討
」
を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
こ
れ
を
も
と
に
建
物
が

制
限
を
受
け
る
様
々
な
法
律
や
敷
地
条
件
な

ど
設
計
の
た
め
の
条
件
を
整
理
し
た
上
で

「
敷
地
へ
の
配
置
」「
平
面
図
」「
必
要
と
さ

れ
る
機
能
・
設
備
」「
施
設
運
営
手
法
」
を

検
討
し
、大
ま
か
な「
建
物
規
模
」や「
予
算
」

等
を
決
め
て
い
く
「
基
本
計
画
」
に
着
手
し

ま
す
。

国
道
の
改
修
に
も
同
時
に

　
近
年
、「
道
の
駅
め
ぐ
り
」
は
旅
の
目
的

に
な
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
、
拠
点
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
で
国
道
か
ら
「
か
も
め
島
」

へ
流
れ
る
車
両
の
数
は
、
こ
れ
ま
で
と
比
較

に
な
ら
な
い
台
数
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
国
道
を
管
理
す
る
機
関
で
も
、「
国
道
と

か
も
め
島
の
接
点
」
改
良
は
交
通
安
全
の
面

や
地
域
振
興
に
と
っ
て
必
要
と
考
え
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
、
拠
点
施
設
整
備
と
並
行
し
て

改
良
に
向
け
た
協
議
を
進
め
ま
す
。

施
設
は
令
和
７
年
度完成

を
目
指
し
て                                       

　
施
設
の
建
設
に
向
け
て
は
、
建
物
の
設
計

や
整
備
資
金
に
対
す
る
国
や
北
海
道
の
支
援

を
受
け
る
た
め
の
手
順
を
踏
ま
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
令
和
７
年
度
の
後

半
の
完
成
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

 

現
「
道
の
駅
」
は
存
続
を
目
指
す

　
町
と
し
て
は
新
た
な
道
の
駅
が
整
備
さ
れ

た
場
合
に
あ
っ
て
も
、
現
「
道
の
駅
」
は
、

観
光
客
な
ど
が
江
差
の
市
街
地
に
入
る
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
場

所
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
国
と
協
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「拠点施設」は、こんな場

ＡＡＡＡで、エエ時間　親子のたまりば・かもめ島
目指すは「親子連れにとって、道南エリア満足度ナンバーワンの道の駅」

　※イラストはイメージです

現在「道の駅えさし」で函館方面からの観光客を出
迎える繁次郎像と日本海のパノラマ。
新「道の駅」と役割を分けながら存続を目指します
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　町では「みんなでつくる自分たちごとのまちづくり」をコンセプト
に活動する町民や町内の団体等を支援するため、予算の範囲内におい
て「まちづくり推進交付金」を交付します。

町内で行う交流の推進を目的とし
た事業で、日本遺産、美しい村連
合、文化、教育、まちづくり等に
寄与する事業

地域資源の発掘、地域資源を活用
した新商品の開発、高付加価値化、
差別化等に取り組む各種の事業

●募集期間
　令和５年１月３１日まで
●応募書類
　江差町役場まちづくり推進課
　で用意しています。
　または、江差町ホームページ
　からもダウンロードできます。
　※応募書類は返却いたしません。
●お問い合わせ先
　江差町役場
　まちづくり推進課まちづくり推進係
　電話：52－6712

ふるさと納税返礼品出品に向けた
必要な経費の一部を支援

空き店舗等を活用して起業・創業
するための空き店舗等の改修

空き店舗等を活用して起業・創業
するための空き店舗等の借上げ

交付金の額
３～５０万円

（交付率1/2以内）

交付金の額
５～５０万円

（交付率1/2以内）

交付金の額
５～５０万円

（交付率2/3以内）

交付金の額
５０～３００万円
（交付率1/2以内）

交付金の額
月額３～１０万円
（交付率1/2以内）

地域交流推進（紡ぐ）事業

地域ブランド開発等支援事業

ふるさと納税返礼品拡大支援
事業

空き店舗等再生促進事業

空き店舗等活用促進事業

５つの支援メニュー

留意事項 申請の主な流れ

事業者

応募書類を提出 書類審査

事業実施 合否のお知らせ

実績報告 交付金の交付

役場

江差町まちづくり推進交付金を募集します！
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狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
の
ご
案
内
）及
び
新
規
犬
の
登
録

　
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
に
は
、

○
現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
に

飼
い
犬
の
登
録
を
す
る
こ
と

○
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

○
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼
い
犬

に
装
着
す
る
こ
と

が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
、

20
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院

や
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
に
て
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

※
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
た
飼
い
主
の
方
は
、
必
ず
役
場

に
て
発
行
さ
れ
る
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
た
か
は
し
動
物
病
院（
厚
沢
部
町
）

で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
役
場

へ
来
庁
し
な
く
て
も
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
注
射
料
金
（
注
射
済
票
分
含
む
）

　
３
，
２
４
０
円

■
犬
の
登
録
（
１
頭
あ
た
り
）

　
３
，
０
０
０
円

※
集
合
注
射
会
場
に
て
、犬
の
登
録
、

死
亡
届
等
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
。

※
実
施
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

お問い合わせ先：総務課防災生活係（☎５２－６７１１）

※集合注射に来られる方は、マスク着用・消毒など、新型コロナウイルス感染防止対策
　に対するご協力をお願いいたします。

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

　
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
が
不
幸
な

命
を
増
や
し
て
い
ま
す
。「
か
わ

い
い
か
ら
・
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
、
無
責
任
に
餌
を
与
え

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
無
責
任
な
餌
や
り
に
よ
っ
て
増

え
た
猫
た
ち
が
、
庭
や
畑
を
荒

ら
し
た
り
、
排
泄
物
に
よ
る
異

臭
な
ど
に
よ
り
、
住
民
ド
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
も
繋
が
り
ま
す
。

無
責
任
に
餌
を
与
え
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
餌
を
与
え
る
な
ら
、
き
ち
ん
と

自
分
の
飼
い
猫
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

猫
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ

○
飼
い
主
は
、
そ
の
猫
が
寿
命
を

全
う
す
る
ま
で
家
族
の
一
員
と

し
て
飼
う
責
任
が
あ
り
ま
す
。

○
飼
い
猫
は
、
室
内
飼
い
が
原
則

で
す
。
交
通
事
故
や
感
染
症
、

望
ま
な
い
繁
殖

を
防
ぐ
た
め
に

も
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

5 月 23 日（月） 実施時間 対象地区
椴川バス停付近 9:20 ～  9:30 椴川
柏団地駐車場 9:35 ～  9:45 砂川・柏町
旧五勝手生活館跡地 9:55 ～ 10:05 南浜
旧江差駅 10:10 ～ 10:20 陣屋
旧田畑商店裏 10:25 ～ 10:35 陣屋・海岸
南が丘ふれあいセンター 10:40 ～ 10:50 南が丘
運動公園駐車場 10:55 ～ 11:10 南が丘
土現車庫向 13:15 ～ 13:25 円山・緑丘
茂尻児童公園 13:30 ～ 13:40 茂尻・新地
江差保健所 13:45 ～ 13:55 本町・上野
目谷旅館向 14:00 ～ 14:10 橋本
旧ひやま漁協直売店付近 14:15 ～ 14:25 鷗島・津花
役場庁舎横 14:30 ～ 14:40 中歌・姥神
フォレスト新栄前 14:45 ～ 14:55 新栄・愛宕
老人福祉センター横 15:00 ～ 15:10 新栄
あすなろケータリングセンター向 15:15 ～ 15:20 豊川・東山・桧岱
ワキタ総合管理㈱横 15:25 ～ 15:35 豊川・桧岱
江差清掃㈲ 15:40 ～ 15:50 豊川

5 月 24 日（火） 実施時間 実施場所
泊漁港 9:10 ～  9:20 大澗・泊町
ぬくもり保養センター 9:25 ～  9:35 尾山
田沢憩いの家 9:40 ～  9:55 田沢
伏木戸寿の家 10:00 ～ 10:10 伏木戸
柳崎児童館 10:20 ～ 10:35 柳崎
水堀コミュニティセンター 10:45 ～ 11:00 水堀
農協前バス停付近
( 旧 A コープえさし店跡地向 ) 11:05 ～ 11:15 水堀
越前神社 11:20 ～ 11:30 越前
中網老人憩いの家 13:30 ～ 13:40 中網
小黒部寿の家 13:50 ～ 14:00 小黒部
旧朝日小学校横 14:10 ～ 14:20 朝日
鰔川寿の家 14:30 ～ 14:40 鰔川

江
差
町
の
令
和
４
年
度
の
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い

て
は
、
下
表
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
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個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド

の
重
要
な
手
続
き
の
ご
案
内

〇
転
入
さ
れ
た
方
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
カ
ー
ド
継
続
利
用
手
続
き
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、

転
入
時
に
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
手
続
き
（
カ
ー
ド
の
住
所
変

更
）
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
転
入
の
届
出
を
行
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
行
わ
な
い

と
カ
ー
ド
が
自
動
的
に
失
効
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

  

◆
継
続
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

  

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド

  

・
カ
ー
ド
作
成
時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号

  

※
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
方
は
再
設
定
も
で
き
ま
す
。

〇
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
・
電
子
証

　
明
書
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の

更
新
対
象
者
に
は
、
有
効
期
限
が
近
づ
く
と
「
有
効
期
限
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
に
つ
い
て

　

新
規
申
請
の
と
き
と
同
様
に
、
①
郵
送
②
パ
ソ
コ
ン
③
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
④
役
場
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
で
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
電
子
証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て

　
次
の
必
要
な
も
の
を
持
参
の
上
、役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

  

◆
電
子
証
明
書
の
更
新
に
必
要
な
も
の

  

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド

  

・
カ
ー
ド
作
成
時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号

  

・
有
効
期
限
通
知
書

　

な
お
、
更
新
の
手
続
は
有
効
期
限
通
知
が
届
か
な
く
て
も
、

有
効
期
限
の
３
ヵ
月
前
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
お
も
て
な
し
係
（
☎
５
２

－

６
７
２
０
）

　
町
で
は
、
交
通
安
全
指
導
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
は
「
履
歴
書
審
査・面
接
」

を
行
い
決
定
し
ま
す
。
面
接
日
は
、

応
募
さ
れ
た
方
に
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】

○
交
通
安
全
専
任
女
性
指
導
員　
　

１
名

○
交
通
安
全
指
導
員　
　
若
干
名

【
職
務
内
容
】

○
交
通
安
全
運
動
期
間
に
お
け
る

登
校
時
の
街
頭
指
導
（
春・夏・

秋
・
冬
）

○
各
種
行
事
で
の
交
通
指
導
（
か

も
め
島
ま
つ
り
・
姥
神
大
神
宮

渡
御
祭・江
差
追
分
全
国
大
会・

な
べ
ま
つ
り 

等
）

○
学
校
行
事
で
の
交
通
指
導
（
交

通
安
全
教
室
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

等
）

○
飲
酒
運
転
根
絶
に
対
す
る
交
通

安
全
啓
発

【
報
酬
】

○
１
回
の
活
動
に
つ
き

　
２
，
０
０
０
円

【
募
集
期
間
】

○
応
募
が
あ
る
ま
で
随
時

【
応
募
方
法
】

○
直
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

写
真
を　
添
付
し
た
履
歴
書
１

通
を
、
総
務
課 

防
災
生
活
係

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
防
災
生
活
係

　
（
☎
５
２

－

６
７
１
１
）

通行止め区間への
進入の危険性について

　道路では、土砂崩れなどの災害時や大雨・
大雪など気象状況から危険が予想される際に
通行止めを行うことがあります。
　通行止め区間へ脇道などから侵入すると、
土砂崩れにまきこまれる、損壊した道路から
転落する、冬期には吹きだまりに衝突する、
車がスタックするなどのおそれがあります。
　大変危険ですので通行止め区間には入らな
いようにし、迂回路がある場合は迂回路を利
用するようお願いします。
　なお、通行止めに関する情報は、テレビや
ラジオのほかに、次のホームページから確認
することができます。
通行規制情報（北海道地区道路情報のページ）
https://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/
RoadInfo/index.htm
お問い合わせ先
　北海道渡島総合振興局函館建設管理部
　維持管理課　電話0138-47-9633

江
差
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集
し
て
い
ま
す
！
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生
活
保
護
世
帯
や
障
害
者
手
帳
の
等

級
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
免

除
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
免
除
の
対
象
者

【
全
額
免
除
】

●
生
活
保
護
受
給
者

●
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
）

を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世
帯
で
、
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世

帯
【
半
額
免
除
】

●
世
帯
主
（
受
信
契
約
者
）
が
、
視
覚

ま
た
は
聴
覚
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
世
帯

●
世
帯
主
（
受
信
契
約
者
）
が
、
重
度

の
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
）、
重
度

の
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
世
帯

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
お
持
ち
の
障
害
者
手
帳

・
お
客
様
番
号
（
※
記
入
箇
所
あ
り
。

　
持
参
な
い
場
合
も
受
付
で
き
ま
す
の

で
申
出
く
だ
さ
い
）。

■
手
続
き
窓
口

　
町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

・
申
請
書
に
必
要
事
項
（
住
所
・
契
約

者
名
・
受
信
機
所
有
数
）
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
町
で
証
明
後
、
町
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

・
そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
免
除
事
由
を
確

認
の
上
、
対
象
者
へ
免
除
受
理
通
知

書
を
発
行
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　
（
☎
５
２-

６
７
２
０
）

ご
存
知
で
す
か
？

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免
に
つ
い
て

江
差
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ガ
ス
ト
ー
チ
（
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
）
と

は
、
可
燃
性
ガ
ス
が
入
っ
て
い
る
ガ
ス

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
使
用
し
て
、
ノ
ズ
ル

の
先
端
か
ら
瞬
間
的
に
高
温
の
炎
を
噴

出
さ
せ
る
器
具
で
、
様
々
な
製
品
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
野
外
活
動
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
人
気

で
あ
り
、
ラ
イ
タ
ー
や
点
火
棒
よ
り
も

高
火
力
で
風
に
も
強
い
た
め
、
火
お
こ

し
や
木
材
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
加
工
等
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
接
続

部
か
ら
の
ガ
ス
漏
れ
や
異
常
燃
焼
が
原

因
の
火
災
や
、
使
用
後
に
高
温
の
先
端

部
を
触
れ
て
や
け
ど
を
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

左
記
の
使
用
上
の
注
意
項
目
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
江
差
消
防
署
予
防
係

　
（
☎
５
２

－

１
０
７
２
）

ガ
ス
ト
ー
チ
（
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
）
取
り
扱
い
に
注
意
を
！

◎使用上の注意項目

①「屋外専用」や「調理専用」の製品
があるため、使用目的に応じた物を
使用する。

②製造元や販売元が不明な製品は使用
しない。

③取扱説明書を読み、使用方法や保管
方法を確認し、適切に使用・保管する。

④周囲に可燃物を置かず、屋内の場合
は換気して使用する。

⑤明るい場所では炎が見えづらくなっ
たり、風によって思わぬ方向に放射
されることがあるため注意する。

⑥製品に変形やひび割れがある場合、
ガスカートリッジから異臭がする場
合はすぐに使用を中止する。
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町
有
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
利
用

　
町
で
は
、
町
民
の
団
体
活
動
、
社
会

参
加
を
支
援
す
る
た
め
に
40
人
乗
り
中

型
バ
ス
と
20
人
乗
り
リ
フ
ト
付
き
小
型

バ
ス
を
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
対
象
】

　
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
町
の
関

係
団
体
（
各
種
福
祉
団
体
・
サ
ー
ク
ル

等
）
の
活
動
で
利
用
す
る
場
合

【
利
用
方
法
】

○
利
用
日
の
10
日
前
ま
で
に
利
用
希
望

バ
ス
の
空
き
状
況
を
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

高
齢
者
が
経
験
と
能
力
を
生
か
し
、

仕
事
を
す
る
こ
と
で
生
き
が
い
や
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
問
わ
ず
町
内
に
住
ん
で
い
る
概

ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
歓
迎
で
す
。

※
昨
年
は
新
た
に
２
名
の
方
が
会
員
と

な
り
ま
し
た
。

【
年
会
費
】　
２
，
０
０
０
円

【
仕
事
内
容
】

○
自
動
車
運
転
（
普
通
車
、中
型
バ
ス
）

○
草
刈
り

○
施
設
の
管
理

※
こ
の
他
に
も
、
資
格
や
経
験
を
生
か

せ
る
仕
事
を
行
う
た
め
、
新
た
な
仕
事

の
種
類
と
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
趣
味
・
特
技
を
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

【
仕
事
量
は
？
】

　

臨
時
的
、
短
期
的
な
仕
事
な
た
め
、

仕
事
の
依
頼
の
な
い
と
き
は
仕
事
が
無

く
、
依
頼
が
集
中
し
た
と
き
は
、
仕
事

が
忙
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
報
酬
は
？
】

　
作
業
内
容
に
よ
り
、
時
給
単
価
が
異

な
り
ま
す
。

※
常
に
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
江
差
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
江
差
町
高
齢
者
事
業
団
事
務
局

　
（
☎
５
２-

５
０
２
０
）

※
バ
ス
の
空
き
状
況
に
よ
っ
て
は
、
希

望
日
に
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。

【
活
用
事
例
】

○
町
内
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
遠
足

○
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
参
加

○
研
修
会
参
加
等

※
こ
の
他
に
も
活
用
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て
ご

相
談
下
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

○
運
行
時
間
は
原
則
午
前
６
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で

○
有
料
道
路
及
び
駐
車
料
金
、
運
転
手

の
宿
泊
料
等
の
諸
経
費
は
利
用
団
体

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
ご
利
用
を
制
限
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
支
援
係

　
（
☎
５
２-

６
７
２
６
）

江
差
町
高
齢
者
事
業
団
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

江
差
町
高
齢
者
事
業
団
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

町
有
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
が
活
用
で
き
ま
す

町
有
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
が
活
用
で
き
ま
す

法
テ
ラ
ス
江
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道
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江
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【活動内容のご紹介】※新型コロナウイルスの状況によっては、開放時間などに変更がございます。
※ICT教室…スマホやタブレット、パソコンなどの操作方法をコーディネーターの分かる範囲で説明しています。

（※ご自身のICT機種・機械をご持参ください）
※お箸づくり（地域貢献）…介護を受けても “ お箸を使い続けたい ” と願う町内の高齢の方々へ向けて、とても使い

やすい木製の手づくり箸をプレゼントしませんか？作り方は、手づくり講座を受講した
方々が、講師の方から教わった技術を伝承します。

※ふまねっと運動…歩行機能改善や注意・集中・記憶力の改善を目的として、大きなマス目状の「あみ」を踏ま
ないようにゆっくり歩く運動です。

江差BASEプラス１予定表

日　時：令和4年5月21日（土）AM10：00～AM11：00
場　所：江差BASEプラス１
テーマ：「認知症そのこころの世界」
定　員：10名
申　込：５月20日（金）　締め切り
　　　　準備の都合上必ずお申込みください。

認知症カフェ☆参加者募集☆

2022年5月 【OPEN～10：00 / CLOSE～16：00】

＊江差BASEプラス１：☎56－8525
＊高齢あんしん課地域包括支援係：☎52－6726

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

※ICT教室 ㊡ ㊡ ㊡ ダンスをしよう

８ ９ 10 11 12 13 14
ICT教室 ※お箸づくり 運動をしよう DVD鑑賞 ダンスをしよう

15 16 17 18 19 20 21
ICT教室 お箸づくり 運動をしよう DVD鑑賞

……………………
ケアカフェ

ダンスをしよう

22 23 24 25 26 27 28
ICT教室 お箸づくり ※ふまねっと運動 勉強会

（SDGsについて）
ダンスをしよう

29 30 31
ICT教室 お箸づくり

お問合せ

おしゃべりカフェは
OPEN時はいつでも
行っています

「ケアカフェ」は、医療介護福祉の職場で働く人
たちの集まりの場です。顔の見える関係づくりと日頃のケ
アの相談場所を提供しています。毎回テーマが変わります
ので、興味のあるテーマの時だけの参加も大歓迎です。お
越しの際は、マスクをご着用下さい。また、オンラインで参
加希望の方は、地域包括支援係までお問合せ下さい。

ケアカフェえさし☆参加者募集☆

テーマ：「自己紹介（他己紹介）」
日　時：令和４年５月19日（木）PM6：30～PM7：30
場　所：江差BASEプラス１

●各メニューの活動時間～他の時間で希望があればご連絡下さい。活動メニューへの参加申し込みは不要です。

月＊10：00～12：00 火～金＊13：30～15：30

[　　　　　　　　][　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

10：00～11：00　認知症カフェのみ開催
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　新型コロナウイルス感染症について、感染の不安を持つ方、急な遠出を余儀なくされる方等に安心
していただける環境を整えるため、町では抗原検査キット購入費用の一部を助成します。

１．助成対象者　①新型コロナウイルス感染症の検査を希望する町民
　　　　　　　　②江差町に住む親族宅（本人又は配偶者の二親等以内の親族）へ帰省する方
　　　　　　　　例）長期休みの帰省、里帰り出産等の理由

２．実施期間　　令和４年５月２日～令和５年３月15日
３．助成額　　　抗原検査キット（医療用）１回分の購入につき、1,000円を助成（１人２回まで）
　　　　　　　　※抗原検査キットの価格は２千円前後で、取扱店舗により異なります。
４．購入するまでの流れ　 助成希望される方は、健康推進課健康推進係（52-6718）へ申請してください。
　申請後に、助成券を交付しますので、助成券を持参の上、取扱店舗で検査キットを購入してください。　　　
　※原則、使用者本人への販売となります。
５．申請時に必要なもの　印鑑、本人確認できる物（運転免許証、保険証など）

　
江
差
町
で
は
不
妊
治
療
を
受

け
ら
れ
る
ご
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
に
、
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
の
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
化
に
よ
り
、
町
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
も
、
内
容

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
治
療
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
、
こ
れ
か
ら
治
療
を
考

え
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

令和４年４月から令和４年４月から
不妊治療が保険適用不妊治療が保険適用となりましたとなりました

新型コロナウイルス感染症�新型コロナウイルス感染症� 【令和３年度継続事業】
抗原検査の費用助成について抗原検査の費用助成について

保険適用について
✔人工授精・生殖補助医療（体外受精・顕微
授精、男性不妊の手術）などの治療が保険適
用されます
✔窓口での負担額が治療費の３割となります

　　　　詳しくはこちら→
　　　　（厚生労働省HP）

江差町不妊治療費助成事業
✔治療費の自己負担分に対し助成します（先進医療として実施した治療は助成の対象外です）
✔交通費の助成を開始します

一般不妊治療 生殖補助医療 男性不妊治療 交　通　費

助 成 額 １年度あたり
10万円まで

１回の治療につき
15万円まで

１回の治療につき
15万円まで

１回の治療につき
①函館方面：1,300円
②札幌方面：9,500円
②のみ宿泊費5,000円
（１泊１名分を上限）

助成回数 通算２年度まで 通算６回（40歳以上
43歳未満は通算3回）

※同時期に実施した
生殖補助医療の回数
に準じます年齢要件 40歳未満 43歳未満

▶助成制度の詳細は、町ホームページでご確認ください。
▶ 不妊に関する相談は…健康推進課健康推進係 保健師（☎52-6718）までご相談ください。町の保健師

に相談しづらいという方には、北海道やピアサポート（当事者の団体）の相談窓口の紹介をしています。

健
康
情
報

【注意】　購入時に無症状の方で、感染の早期把握が必要な方を対象とします。
　　　　症状がある場合は医療機関を受診することを原則とします。
　　　　詳細は健康推進課までお問い合わせ下さい。
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　妊娠初期に風しんに感染すると、赤ちゃんが先天性風しん症候群（難聴、白内障、先天性心
疾患が主な症状）にかかってしまうことがあります。
　江差町では、「先天性風しん症候群」の予防を目的に妊娠を希望している方で、風しん抗体価
が低かった女性及び夫・同居者に対して予防接種費用の一部を助成します。

【対象者】　風しん抗体検査を受け、風しん抗体価が低い方で、下記の条件に該当する方

①女　性　～現在妊娠しておらず、将来妊娠を希望する方（出産経験は問いません）
　　　　　　※妊婦健診で風しん抗体価が低かった産婦の方も対象となります。
②その他　～抗体価の低い妊婦の夫や同居者で、ご本人の抗体価も低い方

※抗体検査及び予防接種前に下記へお問い合わせください。
　①風しん抗体検査に関するお問い合わせ　　江差保健所　健康推進課　☎0139-52-1053
　②風しん予防接種に関するお問い合わせ　　江差町役場　健康推進課　☎0139-52-6718

【対象ワクチン】　麻しん風しんワクチン　または　風疹ワクチン

　　※ 任意予防接種のため、必ず受けなければならないものではありません。接種を希望さ
れる方は、予防接種を受ける方が、直接医療機関にお申込みください。

【助成額】　接種費用のうち５，０００円を町が助成します。

【助成方法】　①医療機関で予防接種を受け、接種費用を病院に支払います。
　　　　　　②下記の書類等を持参し、江差町役場健康推進課で申請してください。

・風しん抗体価を保有していないことが確認出来る書類等
・風しん予防接種の領収書　又は　接種日・ワクチン名・接種医療機関・金額等がわかる書類
・妊婦の夫・同居者の場合は妊婦の母子健康手帳
・印鑑、口座番号がわかるもの

【申請期間】　予防接種を受けた日から３カ月以内に申請手続きをしてください。

妊娠を希望する女性等の妊娠を希望する女性等の
風しん予防接種の費用助成について風しん予防接種の費用助成について

【お問い合わせ先】　健康推進課　健康推進係　☎0139-52-6718
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20
日
（
金
）
学
科
９
時
～
18
時
20
分
（
試

験
時
間
含
む
）

　
21
日
（
土
）
実
技
９
時
～
15
時
10
分
（
試

験
時
間
含
む
）

　
実
技
14
時
20
分
～
17
時
30
分
（
試
験
時
間

含
む
）

・
受
講
資
格

①
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
又
は
車
両

系
建
設
機
械
（
解
体
用
）
運
転
技
能
講
習

修
了
者

②
大
型
特
殊
自
動
車
運
転
免
許
証
所
持
者

　
※
受
験
資
格
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
該
当

者
・
受
講
料
金　
４
１
，
０
０
０
円

※（
１
）及
び（
２
）と
も
に
開
催
場
所
は（
一

社
）
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
運
営

協
会
（
ま
な
び
っ
く
）

※
申
込
期
限
は
令
和
４
年
５
月
10
日
（
火
）

ま
で

※
定
員
は
い
ず
れ
も
10
名

問　
【
申
込
先
】一
般
社
団
法
人　
檜
山
地
域

　
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
運
営
協
会

　
　
（
☎
５
２-

０
１
６
０
）

   

令
和
４
年
度
危
険
物
取
扱
者

   

保
安
講
習

日
時　
６
月
21
日
（
火
）

　
　
　
一
般　
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

　
　
　
給
取　
午
後
１
時
半
～
午
後
４
時
半

場
所　
江
差
町
文
化
会
館

受
講
手
数
料　
４
，
７
０
０
円

申
込　
６
月
11
日
（
土
）
厳
守

対
象
者　

○
前
回
の
講
習
よ
り
３
年
以
内
に
受
講
が
必

要
な
方
（
令
和
２
年
３
月
31
日
以
前
に
受

講
さ
れ
た
方
）

○
従
事
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
が
従
事
す
る

こ
と
に
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講

が
必
要
な
方

そ
の
他

・
受
講
申
請
書
は
江
差
消
防
署
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

に
よ
り
延
期
又
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
受
講
者
へ
直
接
通

知
し
ま
す
。

問　
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　
　
（
☎
０
１
１-

２
０
５-

５
０
８
８
）

　

 　
江
差
消
防
署
危
険
物
係

　
　
（
☎
５
２-

１
０
７
２
）

応
募
条
件

　

収
入
額
や
世
帯
状
況
、
現
在
の
住
居
状

況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
は
、
原
則
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

問　
増
川
建
設
・
オ
オ
フ
ル
建
築
設
計
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
道
営
住
宅
指
定
管
理
者
）

（
☎
５
３-

６
８
５
７
）

   
ま
な
び
っ
く
春
季
技
能
講
習

   
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

（
１
） 

車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
用
）
運
転

技
術
講
習

・
開
催
日
時　
５
月
22
日
（
日
）
１
日
間

・
開
催
コ
ー
ス　
５
時
間
コ
ー
ス

　
学
科
９
時
～
14
時
（
試
験
時
間
含
む
）

　
実
技
14
時
20
分
～
17
時
30
分
（
試
験
時
間

含
む
）

・
受
講
資
格

　
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
運
転
技
能

講
習
終
了
者

・
受
講
料
金　
１
９
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
消
費
税
込
み
）

（
２
）
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

・
開
催
日
時　
５
月
20
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
21
日
（
土
）
２
日
間

・
開
催
コ
ー
ス　
11
時
間
コ
ー
ス

   

町
営
住
宅
空
き
室
情
報

〈
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
住
宅
〉

一
般
世
帯
向
け
住
宅

新
豊
川
団
地
３
号
棟

　
１
階
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸

募
集
期
間

　
５
月
２
日
（
月
）
～
16
日
（
月
）

入
居
可
能
日　
令
和
４
年
６
月
上
旬
～

※
一
般
世
帯
の
住
宅
は
原
則
２
人
以
上
の

世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　
財
政
課
住
宅
管
財
係

　
　
（
☎
５
２-

６
７
１
５
）

   

道
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

〈
随
時
募
集
申
込
対
象
住
宅
〉

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅
●

　
（
２
人
以
上
の
世
帯
向
け
）

〇
檜
山
団
地

　
木
造
棟　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
メ
ゾ
ネ
ッ
ト 

１
戸

〇
檜
山
団
地
【
Ｅ
Ｖ
あ
り
】

　
Ｒ
Ｃ
棟　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
階
１
戸

募　
　
　
集

5
月　
掲
示
板
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お
知
ら
せ

   

南
部
桧
山
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
の

   

休
日
の
お
知
ら
せ

　
５
月
28
日
（
土
）
は
、
休
日
の
た
め
施
設

へ
の
ご
み
の
受
入
れ
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
日
・
祝
日
も
休
日
で
す
。

問　
南
部
桧
山
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
５
３-

６
３
０
１
）

令和３年度　ふるさと応援寄附金の状況
（３月末現在）

寄附件数： 　   4,835 件
寄附金額：75,573,000 円

小さな町の大きな挑戦
～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～

ふるさと江差を応援して下さい !!
下記サイトでもお礼の品の閲覧、お申し込みができます。

総人口
　男
　女
世帯数

（　）内前月比

人 口 と 世 帯
令和４年３月末現在

7,006
3,371
3,635
4,104

   

年
金
相
談

　
日
時　
５
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
申
込
期
日　
５
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
場
所　
役
場
住
民
相
談
室

　
問　
健
康
推
進
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
☎
５
２-

６
７
２
５
）

   

福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談
in
江
差
町

　
福
祉
の
職
場
に
関
す
る
疑
問
や
質
問
に
お

答
え
す
る
出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
14
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　
　
　
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
料　
無
料

取
扱
機
関　
社
会
福
祉
法
人
函
館
市
社
会

　
　
　
　
　
福
祉
協
議
会

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
え
さ
し
相
談
窓
口

　
　
（
☎
５
２-

０
１
７
８
）

おくやみ申しあげます
（３月１日～３月 31 日）

（住所）　　　　（氏名）　　　（年齢）  （死亡日）　
姥神町　 岩　﨑　美　代さん　94 歳　 3 月 8 日

朝日町　 山　田　葊　美さん　71 歳　 3 月 9 日

柳崎町　 佐　籘　ハル子さん　80 歳　 3 月 15 日

茂尻町　 福　田　巴　子さん　84 歳　 3 月 23 日

柳崎町　 吉　田　榮　治さん　82 歳　 3 月 24 日

（－113）
（－69）
（－44）
（－67）

５月の納税
固定資産税
口座振替は納め忘れを防止
するための手法の１つです。
希望される方は税務課まで。

   

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

   

５
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
で
き
る
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
決
済

方
法
に
よ
る
納
付
手
続
が
で
き
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
６
日（
金
）に
発
送
予

定
で
す
の
で
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　
（
☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
０
）

   
運
転
免
許
の
更
新
講
習

　
日
時　
５
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
優
良　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
一
般　
午
後
２
時
～

　
　
　
　
初
回　
午
後
３
時
45
分
～

　
　
　
　
５
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
優
良　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
違
反　
午
後
２
時
15
分
～

　
場
所　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
運
営
協
会
「
ま
な
び
っ
く
」

問　
江
差
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会

　
　
（
江
差
警
察
署
内
）

　
　
（
☎
５
２-

０
１
１
０
）

  

精
神
保
健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

　

精
神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談
員

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
日
時　
５
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

　
申
込　
５
月
16
日
（
月
）

　
場
所　
北
海
道
江
差
保
健
所

　
問　
北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
（
☎
５
２-

１
０
５
３
）

さとふる
ふるさとチョイス
セゾンのふるさと納税

三越伊勢丹ふるさと納税
楽天ふるさと納税

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

道
立
江
差
病
院

ま
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来
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（
町
民
は
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。）

【
江
差
沖
揚
げ
音
頭
】

　
日　
時　
５
月
３
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
20
分
頃
～

　
　
　
　
　
午
後
３
時
20
分
頃
～

【
江
差
餅
つ
き
囃
子
】

　
日　
時　
５
月
５
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
20
分
頃
～

　
　
　
　
　
午
後
３
時
20
分
頃
～

※
追
分
実
演
後
の
た
め
多
少
時
間
に
変
動
あ
り

問
江
差
追
分
会
館
・
江
差
山
車
会
館

指
定
管
理
者（
株
式
会
社
舞
台
派
遣
）

　
（
☎
５
２

－

０
９
２
０
）

日　
時　
江
差
追
分
会
館
開
館
中

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
江
差
追
分
会
館
で
は
、
地
元
江
差
追
分

会
の
師
匠
か
ら
江
差
追
分
の
指
導
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。
江
差
追
分
に
興
味

が
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

健
康
の
た
め
に
と
い
う

方
も
大
歓
迎
！
お
腹
か

ら
声
を
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
町
民
は
無
料
で

す
の
で
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
地
元
師
匠
等
に
よ
り
ま
す
江
差
追
分
と

北
海
道
民
謡
の
実
演
を
10
月
末
ま
で
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
毎
日
３
回
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　
魂
の
唄
「
江
差
追
分
」
を
ぜ
ひ
生
で
感

じ
て
下
さ
い
。

　
時
間　
午
前
11
時

　
　
　
　
午
後
１
時

　
　
　
　
午
後
３
時

※
毎
週
日
曜
日
の
午
後

　
１
時
と
午
後
３
時
は

　
江
差
追
分
踊
り
付
で

　
行
っ
て
お
り
ま
す
。

気
軽
に
江
差
追
分
体
験
し
ま
せ
ん
か

【
追
分
道
場
開
設
中
】

江
差
追
分
定
時
実
演

毎
日
３
公
演
開
催
中
！

江差沖揚げ音頭

江差餅つき囃子

Ｇ
Ｗ
追
分
会
館
特
別
実
演
の
開
催

　
江
差
追
分
会
館
は
今
年
で
開
館
40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
落
成
時
の
懐
か
し
い
写

真
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、「
追

分
の
殿
堂
」
江
差
追
分
会
館
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
下
さ
い
。

江
差
追
分
会
館 
開
館
40
周
年

「
パ
ネ
ル
写
真
展
」開
催
中

介護予防自主活動助成金交付事業
地域で通いの場の活動を行う方（団体）に助成します！

　この事業は、地域の中で高齢者等が気軽に身近な場所に通うことができ、町民同士が積極的に交流でき
る居場所をつくることで、要介護状態となることの予防を目指すものです。さらに通いの場に参加するこ
とで、高齢者等が安心して生活できるように、町民同士の支え合い体制を推進することも目的の1つです。
地域でお互いに助け合い、いつまでも住み慣れた場所で暮らせるよう、さらに“介護予防”の取り組みを充
実させていきませんか？
　事業の詳しい内容については、下記までお問い合わせください。

Ｑ：「通いの場」とは？
Ａ：町民等が主体となって運営し、定期的に体操やレクリエーション、趣味活動等を行う場で、町民

同士が気軽に集える場所です。
Ｑ：どんなことをするの？
Ａ：①体操やレクリエーション、②趣味活動、③茶話会等、介護予防を目的とし、町民が気軽に通う

ことができる活動を行っていること。
Ｑ：助成対象の要件はあるの？
Ａ：①65歳以上の高齢者を５名以上含み、町民が誰でも参加できること、②月２回以上活動すること、
　　③町内において活動すること、④営利活動、政治活動、宗教活動を目的としないこと等。
Ｑ：助成金の額は？
Ａ：１回の活動につき、２，０００円を助成します。ひと月の上限額は、１０，０００円です。

【お問い合わせ先】高齢あんしん課地域包括支援係　☎５２－６７２６
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まなびたい
生涯学習情報

まなびたい

　江差町では、江差町青少年健全育成会議を中心に、青少年の健やかな成長を社会全体で支える仕組みを
整備しています。ひとりの人間として自立し、豊かな人間性と主体的な判断力を持つ青少年を育むため、
家庭、地域、学校・行政をはじめ、社会全体で青少年を育み支える環境を整えるとともに、地域の教育力
の向上に向け、「えさしっ子」運動に取り組んでおります。
　具体的には、次の運動スローガンが地域に定着することを目指しています！

江差の子どもたちは、江差で守り育てよう！
みんなで育てる「えさしっ子」運動

子どもたちの登下校時など、
　　　　地域での見守りにご協力を！

ユーラス江差風力より図書寄贈

　全国的には、幼児・児童・生徒が被害者となる、登下校中な
ど通学路における事故が多く発生しております。
　地域・町内会におかれましても、登下校時など積極的に子ど
もたちへの声がけ活動、見守り活動、通学路での交通安全にご
協力をお願いいたします。

　令和４年３月 25 日（金）、合同会社ユーラス江差風力（代
表社員　高瀬　達秀）様より、江差ウインドファームが操業か
ら 10 年を迎え、地元への感謝の意を伝えたいと、図書 88 冊
のご寄付がありました。
　ご寄贈いただきました図書につきましては町民の読書機会の
充実に向け有効に活用させていただきます。

え　笑顔であいさつ　いい気分
さ　さわやか習慣　早寝早起き朝ごはん
し　しっかり守る　ゲームとスマホの時間とルール

　運動公園は、町民のウォーキング・マラソン、スポーツ少年
団活動、家族のレクリエーションなど広く利用されています。
　運動公園内の緑地などが犬などの糞尿で汚され、利用者から
大変多くの苦情が寄せられております。
　犬の散歩にはリードをつけ、スコップとビニール袋を必ず携
行し、きちんと糞尿の処理をして自宅へ持ち帰ってください！
　飼い主の責任は最後までお願いいたします！

～一部の無責任な飼い主のため、大変多くの苦情が寄せられております～
江差町運動公園の利用マナーについて

奨学資金 
貸与奨学生募集
　江差町教育委員会では、経
済的理由などにより就学困難
な学生（保護者町内在住の方）
に対し、学費の一部を無利子
で貸与しています。

高　校　等 大　学　等
貸 与 金 月 額 １２，０００円以内 ２４，０００円以内
奨学金交付月 年３回払い（５月・７月・１１月）
返 還 方 法 等 卒業後１年据置き、10年以内で償還
申 込 方 法 応募希望の方は江差町教育委員会にご連絡下さい。
申 込 期 間 随時受付中
決 定 方 法 奨学金運営委員会の意見を聞き、教育委員会が決定します。
問 い 合 わ せ 学校教育課総務係（０１３９－５２－１０５９）

ま
ち
の
出
来
事

広報えさし 5 月号15

特
　
　
集

ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
な
び
た
い

図
書
館
へ
行
こ
う

ま
ち
か
ら
の
報
告

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

道
立
江
差
病
院

ま
ち
の
出
来
事



　毎週水曜日と金曜日は夜７時まで開館しています。お
仕事帰りにぜひご利用ください。
　第１・３土曜日は絵本サークルポポリンの読み聞かせ
会も開催しています。申し込みなどは不要ですので、お
気軽におこしください。
　読み聞かせ会　　14：00～　図書館内児童コーナー

〇利用者カードの発行
　図書館の利用には利用者カードが必要となります。はじめにカウンターで利用者登録をして
ください。
　※登録には本人確認が必要になります。運転免許証や保険証などをお持ちください。
　※小学生以下の方は、保護者の同伴をお願いします。
　
〇インターネット検索
　インターネットを使って、自宅などからでも本を検索することができます。また、利用者登
録をすることで貸出予約も可能になります。ぜひご利用ください。
　検索ページには右のコードからもアクセスできます。→→→
　【URL：https://www.lib-finder.net/esashi-library/】

　Ｑ．中学生、高校生は１人で登録できるの？
　Ａ． できますが、大人と同じく本人確認できるものが必要になります。学生証や健康保険証

などをお持ちください。
　Ｑ．蔵書検索ページでうまくログインできません。
　Ａ． ログイン ID とパスワードを正しく入力してみてください。ログイン ID は利用者カード

の番号（５桁）で、パスワードはご自身の生年月日（８桁）になります。

図書館カレンダー

移動図書館車かもめ ～金曜日に隔週で運行中～

江差町図書館　～図書館はあなたの生涯学習を応援します～
江差町字茂尻町71番地　文化会館２階　【開館時間】午前９時～午後５時　

【☎】52-5454【e-mail】esashi-lib@town.hiyama-esashi.lg.jp

図  書  館
へ行こう！

　４月１日から「図書館システム」の運用がはじまり、貸出・返却方法が変更になりました。

図書館システムの運用がはじまりました

５月　　　：夜間開館日　　：読み聞かせ会

日 月 火 水 木 金 土
1 休 3 休 休 休 7
8 休 10 11 12 13 14
15 休 17 18 19 20 21
22 休 24 25 26 27 28
29 休 31

○第１・第３金曜日コース…５／20
江 差 北 小 学 校 前 水 堀 町 12：45 ～ 13：20
栁 谷 理 容 院 駐 車 場 愛 宕 町 13：35 ～ 14：00
か も め 荘 前 檜　 岱 14：10 ～ 14：30
振 興 局 ア パ ー ト 前 南 浜 町 14：40 ～ 15：05
檜 山 団 地 円　 山 15：15 ～ 15：40

○第２・第４金曜日コース…５／13・５／27
江 差 北 小 学 校 前 水 堀 町 12：45 ～ 13：20
道 立 病 院 院 内 保 育 園 伏木戸町 13：30 ～ 13：50
グループホームあかり前 田 沢 町 14：05 ～ 14：35
旧 日 明 小 学 校 前 田 沢 町 14：40 ～ 15：05
養護老人ホームひのき前 柳 崎 町 15：20 ～ 15：40

Q&AQ&A
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の
方
々
に
よ
る
回
答
が
や
や
多
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

  

運
転
免
許
及
び
自
動
車
の
保
有
状
況
で

は
、
自
動
車
等
を
保
有
せ
ず
、
自
由
に
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
回
答
者
が
約
３

割
で
、
ま
た
、
現
在
は
保
有
し
て
い
る
回

答
者
で
運
転
免
許
が
返
納
で
き
な
い
理
由

と
し
て「
公
共
交
通
機
関
が
不
便
な
た
め
」

が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

  

回
答
者
の
生
活
圏
に
つ
い
て
は
、
江
差

町
内
で
「
買
い
物
」「
通
院
」
と
い
っ
た

私
用
を
済
ま
せ
て
い
る
町
民
が
約
８
割
と

町
内
完
結
で
の
移
動
者
が
多
い
一
方
で
、

広
域
的
な
移
動
が
伴
う
函
館
市
へ
の
生
活

移
動
を
し
て
い
る
回
答
者
が
「
買
い
物
」

で
は
約
３
割
、「
通
院
」
で
は
約
４
割
の

回
答
と
な
り
ま
し
た
。

  

新
た
に
導
入
し
て
ほ
し
い
交
通
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
町
内
を
巡
回
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
」
が
約
３
割
、
２
月
に
実
証
実

験
を
実
施
し
た
「
江
差
マ
ー
ス
」
の
よ
う

な
自
宅
付
近
ま
で
来
る
交
通
と
し
て
「
予

約
運
行
型
バ
ス
」
や
「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
等
に
よ
る
交
通
支
援
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約

２
割
の
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

　
江
差
町
に
と
っ
て
望
ま
し
い
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
示
す
「
江
差
町
地
域
公
共
交

通
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
令
和
３
年
度

の
取
組
み
と
し
て
、「
公
共
交
通
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」「
町

民
意
見
交
換
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

 

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

　

 

「
公
共
交
通
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
は
、
町
民
の
生
活
圏

で
の
実
態
や
公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令

和
４
年
２
月
11
日
か
ら
３
月
６
日
に
か
け

て
、
江
差
町
内
で
公
共
交
通
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
15
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　
１
，
７
０
０
世
帯
を
無
作
為
に
抽
出
し

た
上
で
、
１
世
帯
あ
た
り
２
票
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
票
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

最
終
的
に
６
０
５
世
帯
（
回
収
率
35
・

８
％
）
の
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
回
答
者
の
内
訳
と
し
て
は
、
65
歳
以
上

が
約
６
割
、
64
歳
以
下
が
約
４
割
と
、
特

に
公
共
交
通
の
利
用
頻
度
が
高
い
高
齢
者

◆
町
民
意
見
交
換
会
の
概
要

　
「
町
民
意
見
交
換
会
」
は
、
町
民
か
ら

日
常
生
活
で
の
移
動
実
態
や
公
共
交
通
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
直
接
お
伺
い
す

る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
15
日
か
ら
16
日

の
２
日
間
で
町
内
６
会
場
に
て
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
延
べ
34
名
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
数
多
く
の
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
移
動
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
「
荷
物
を
持
っ
て
帰
る

の
が
大
変
」「
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
大

変
」
と
い
っ
た
ご
意
見
が
多
く
、
ま
た
導

～～  「
江
差
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
令
和
３
年
度
の
取
組
み

「
江
差
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
令
和
３
年
度
の
取
組
み  

～～

入
し
て
ほ
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
「
自
宅
付
近
ま
で
来
る
予
約
運
行
型
バ

ス
」「
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
」
な
ど
を
望
ま
れ
る
ご
意
見
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
町
民
意
見
交
換
会
」
に
つ
い
て
は
今

年
度
も
実
施
予
定
と
し
て
お
り
、
実
施
す

る
時
期
や
会
場
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
広

報
え
さ
し
等
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

◆
調
査
結
果
の
詳
細　

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
江
差
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
「
令
和
３
年
度
第
３
回
江
差

町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」「
町
民
意
見
交
換

会
」
そ
れ
ぞ
れ
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
今
後
策
定
予
定
と
し
て
い
る

「
江
差
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
最
大

限
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
５
２

－

６
７
１
２
）

公
共
交
通
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査・
町
民
意
見
交
換
会

公
共
交
通
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査・
町
民
意
見
交
換
会  

結
果
報
告

結
果
報
告

▲会場（田沢憩いの家）の様子
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当
町
に
は
、
洋
上
風
力
発
電
事
業
に

参
画
を
検
討
し
て
い
る
企
業
が
４
社
挨

拶
に
来
て
お
り
、
い
く
つ
か
が
規
模
の

概
要
を
示
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
想

定
さ
れ
る
規
模
は
左
の
と
お
り
で
す
。

国
は
洋
上
風
力
発
電
を
推
進

　
国
は
令
和
元
年
度
に
新
し
い
法
律
を

作
り
、
日
本
国
内
の
海
に
お
い
て
洋
上

風
力
の
積
極
的
な
導
入
を
進
め
る
た
め
、

例
え
ば
「
檜
山
沖
」
な
ど
区
域
を
定
め

民
間
事
業
者
に
対
し
て
30
年
間
洋
上
風

力
発
電
を
行
え
る
権
利
を
与
え
ま
す
。

民
間
事
業
者

　
檜
山
沖
で
想
定
さ
れ
る
洋
上
風
力
の

発
電
規
模
を
大
ま
か
に
例
え
る
と
泊
原

発
が
持
つ
能
力
の
２
分
の
１
程
度
と
、

事
業
者
に
と
っ
て
は
大
規
模
で
長
い
期

間
を
見
越
し
た
事
業
に
取
り
組
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

北
海
道
と
町
の
役
割

　
発
電
機
を
設
置
す
る
海
岸
に
面
し
た

住
民
で
あ
る
私
た
ち
が
承
諾
で
き
な
い

よ
う
な
事
業
で
は
困
り
ま
す
。
北
海
道

や
町
は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
、
地
域

に
理
解
さ
れ
な
い
事
業
と
な
ら
な
い
よ

う
地
域
の
声
を
国
や
事
業
者
に
伝
え
ま

す
。

　
国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
国
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
と

す
る
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

　
将
来
の
世
代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
経
済
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

今
か
ら
、
国
、
自
治
体
、
企
業
、
個
人

あ
ら
ゆ
る
主
体
が
本
気
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
江
差
町
と
し
て
も
国
の
方

針
を
支
持
す
る
立
場
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
地
域
と
し

て
の
全
体
的
な
理
解
が
必
要
で
、
正
確

な
情
報
を
地
域
住
民
と
共
有
し
な
が
ら
、

町
と
し
て
最
終
的
な
判
断
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
檜
山
沖
で
の
計
画
概
要
や
、
事
業
化

に
向
け
た
国
や
事
業
者
、
自
治
体
の
立

ち
位
置
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

檜
山
沖
で
想
定
さ
れ
る

「
洋
上
風
力
発
電
」の
概
要

　町は３月18日、国が進めようとしている「檜山
沖洋上風力発電計画」に関して、町民の皆様と情
報共有を図る観点から、経済産業省と共催で説明
会を開催。約50名が参加くださいました。
　今月号では、この計画と町の考え方をお知らせ
するとともに、説明で来江された資源エネルギー
庁風力政策課の小林寛室長補佐に、江差町民へ伝
えたかったことについてうかがいました。

洋上風力発電の形態と水深の関係

檜山沖洋上風力発電計画の概要
区　　分 概　　　　　　要

計画予定区域 上ノ国町からせたな町の沿岸１００ｋｍ区間の沖合 
（一部を除く）

発電機設置方法 着床式（海中に基礎を打ち建設）

発電出力 約１００万ｋｗ 
（泊原子力発電所出力の２分の１の発電出力）

設置基数 １０ＭＷを１００基程度 
（水堀地区の風車は２ＭＷ。約５倍）

風車の高さ 水面から２２０ｍ程度

文化会館で開催された説明会の模様。国や町に対して３名の
住民から質問がありました

（ＮＥＤＯ再生可能エネルギー技術白書より抜粋）

「「檜山沖洋上風力発電計画住民説明会檜山沖洋上風力発電計画住民説明会」を開催しました」を開催しました

ま
ち
の
出
来
事
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拡
大
の
切
り
札
と
も
言
わ
れ
、
大
量
導

入
や
そ
れ
に
伴
う
発
電
コ
ス
ト
の
低
減

の
ほ
か
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
と

い
っ
た
側
面
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
洋
上
風
力
発
電
と
地
域
と
の
関
わ
り

　
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
進
め
る
う

え
で
の
前
提
と
し
て
、
地
域
や
漁
業
等

と
の
「
共
存
共
栄
」
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
風
況
等
の
自
然
的
条
件
か

ら
適
地
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、

国
が
一
方
的
に
そ
の
場
所
で
発
電
事
業

を
推
し
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

そ
の
地
域
に
関
係
す
る
方
々
と
地
域
に

お
け
る
発
電
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
、
発
電
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
、
は
じ

め
て
国
と
し
て
そ
の
区
域
で
の
発
電
事

業
の
実
施
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法

と
呼
ば
れ
る
法
律
に
基
づ
き
、
関
係
す

る
市
町
村
長
や
漁
業
関
係
団
体
を
構
成

員
に
含
め
た
「
協
議
会
」
を
設
置
し
、

発
電
事
業
の
実
施
に
際
し
て
留
意
す
べ

き
事
項
等
を
協
議
会
の
意
見
と
し
て
と

り
ま
と
め
ま
す
。
そ
の
後
、
国
が
「
促

進
区
域
」
と
し
て
指
定
し
た
う
え
で
、

そ
の
区
域
で
発
電
事
業
を
実
施
す
る
者

を
選
定
す
る
た
め
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　
公
募
に
よ
り
事
業
者
が
選
定
さ
れ
た

後
は
、
選
定
事
業
者
も
協
議
会
に
加
わ

り
、
発
電
事
業
の
実
施
に
向
け
た
議
論

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
と
は
別

に
、
事
業
者
は
発
電
事
業
を
実
施
す
る

前
に
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
手
続
き
の
中
で
、
事

業
者
は
発
電
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
説
明
会
の
場
で
、
住
民
の
方
々
か

ら
直
接
ご
意
見
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

◆
江
差
町
の
皆
様
へ

　
洋
上
風
力
発
電
の
推
進
に
は
、
国
の

取
組
だ
け
で
な
く
、
な
に
よ
り
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

　
我
々
と
し
て
も
洋
上
風
力
発
電
に
関

す
る
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
が
、
江
差
町
の
皆
様
に
お
か
れ
て

も
、
こ
の
機
会
に
洋
上
風
力
発
電
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ

て
接
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

住民説明会時の小林氏

◆
国
が
洋
上
風
力
発
電
に

取
り
組
む
背
景　

 

　
地
球
の
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
が

人
類
共
通
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
の
削
減
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
各
国
で
も
こ
の
問
題
へ
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
我
が
国
で
も
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
す

な
わ
ち
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
※

1
）
を
実
現
す
る
こ
と
を
２
０
２
０
年

に
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
８
割
以

上
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
取
組

が
特
に
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
カ
ギ
を
握

る
の
が
洋
上
風
力
発
電
で
す
。
再
エ
ネ

洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て

江
差
町
の
皆
様
へ
お
伝
え
し
た
い
こ
と

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

風
力
政
策
室 

室
長
補
佐　

小 

林
　
　
寛 

氏

※１
「カーボン・ニュートラル」

と洋上風力

　私たちの活動により排出さ
れる二酸化炭素などの温室効
果ガスの排出をできるだけ減
らすように努力をした上で、
それでも排出してしまうガス
の量を、例えば森林の管理・
育成の森づくりなどにより二
酸化炭素の吸収を促す活動や
バイオマス・風力・水力・太
陽光発電など再生可能エネル
ギーの利用や高効率省エネ機
器の導入などにより温室効果
ガスでの削減・吸収活動（量）
により埋め合わせようという
もので、洋上風力はそこで大
きな役割を果たします。

ま
ち
の
出
来
事
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新
採
用
職
員
紹
介

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
江
差
町

役
場
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。町民福祉課住民おもてなし係

杉
すぎ

野
の

　心
しん

翼
く

建設水道課土木管理係
古
ふるだて

館　達
たつろう

郎

　
北
清
え
さ
し
様
よ
り
、
江
差
町
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
は
じ
め
と
す
る
海
岸
漂

着
物
に
係
る
清
掃
、
町
内
の
清
掃
活
動
、

環
境
保
全
活
動
へ
の
協
力
と
し
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
金
10
万
円
の
ご
寄
附
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
寄
附
の
み
な
ら
ず
、
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
た
く
さ
ん
の
従
業
員
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
今
回
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
の
ほ
か
、
今
後
江
差
町
内
の
学
校
や

町
内
会
、
企
業
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
の
ご
み
処
理
、
不
法
投

棄
物
の
処
理
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
北
清
え
さ
し
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役　
湯
藤　
学　
様

　
４
月
17
日
（
日
）
に
、
か
も
め
島
、
五
勝
手
漁
港
、
愛
宕
町
海
岸
な
ど
の

海
岸
ご
み
を
は
じ
め
、
町
内
全
域
で
一
斉
に
清
掃
活
動
を
行
う
「
江
差
町
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
や
町
内
会
の
ほ
か
、
多
く
の
企
業
・
各
種
事
業
所
様
、

町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
５
ト
ン
以
上
の
ご
み
を

回
収
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟
町
と
し
て
、
景
観
・
環
境

保
全
の
た
め
の
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

～
ご
寄
附
に感謝

申
し
上
げ
ま
す
～

　
プ
リ
ン
ト
プ
ラ
ザ
メ
モ
リ
ー
（
新
地
町

27
番
地
）
新
井
山
信
二
様
よ
り
、
町
立
保

育
園
の
卒
園
児
13
名
に
対
し
、
卒
園
の
お

祝
い
と
し
て
、
図
書
カ
ー
ド
の
ご
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。

　
図
書
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
園

の
卒
園
式
に
て
、
子
ど
も
達
へ
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
御
厚
志
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

採
納

寄
附
町
内
の
清
掃
活
動
等

町
内
の
清
掃
活
動
等

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

町内全域清掃活動・クリーンアップ作戦を実施！町内全域清掃活動・クリーンアップ作戦を実施！

「
江
差
い
に
し
え
春
市
」開
催

　

江
差
町
歴
ま
ち
商
店
街
協
同
組
合
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
「
春
の
江
差
い
に
し
え

夢
開
道
」
の
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
が
、

江
差
町
内
の
商
流
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
配
慮

し
た
上
で
市
場
を
開
催
し
、
食
の
特
産
品

等
の
販
売
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

日
時　
令
和
４
年
５
月
３
日
（
火
）

　
　
　
10
時
～
14
時

会
場　
姥
神
広
場
、
姥
神
広
場
前
道
路
上

　
　
　
（
当
日
は
通
行
止
め
の
予
定
）

出
店
者
予
定　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
等

ラ
イ
ブ　
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
等

江
差
い
に
し
え
春
市
実
行
委
員
会

（
事
務
局
：
江
差
町
歴
ま
ち
商
店
街〈
協

組
〉内　
☎
５
２

－

０
５
３
１
） ま

ち
の
出
来
事
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※予定価格の事後公表は、予定価格が250万円を超える工事と、設計・測量等の委託業務で、予定価格が100万円を超えるもののみ公表しています。

■入札結果のお知らせ（4 月 15 日まで）

江
差
町
土
地
開
発
公
社
清
算
人
会

洋
上
風
力
説
明
会

Ｂ
＆
Ｇ
カ
ー
ボ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
函
館
市
）

江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組

合
議
会
／
南
部
桧
山
衛
生
処
理
組

合
議
会
／
檜
山
広
域
行
政
組
合
議

会
／
課
長
会
議

ま
ち
カ
フ
ェ
報
告
会

総
務
課
入
札

開
陽
丸
理
事
会

函
館
・
江
差
自
動
車
道
茂
辺
地
木

古
内
道
路
開
通
式
（
木
古
内
町
）

学
校
教
育
課
入
札
／
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
見
積
合
わ
せ
／
建
設
水
道

課
見
積
合
わ
せ
／
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
理
事
会

社
会
教
育
課
入
札
／
学
校
教
育
課

入
札
／
高
齢
あ
ん
し
ん
課
入
札

退
職
者
辞
令
交
付
式

新
規
採
用
職
員
ほ
か
辞
令
交
付
式

函
館
開
発
建
設
部
ほ
か（
函
館
市
）

出
張

江
差
追
分
会
三
役
会
議

江
差
町
町
内
会
連
合
会
総
会
／
交

通
安
全
祈
願
式
／
春
の
交
通
安
全

一
斉
街
頭
啓
発

議
会
全
員
協
議
会
／
令
和
３
年
第

３
回
臨
時
会
／
課
長
会
議

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会
第
34
期
第

４
回
役
員
会
（
札
幌
市
）

令
和
４
年
度
北
海
道
港
湾
協
会
通

常
総
会
（
札
幌
市
）

課
長
会
議

定
例
町
村
会

開
陽
丸
友
の
会
総
会

17
日

18
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

28
日

30
日

31
日

1
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

11
日

13
日

14
日

15
日 町

長
の
主
な
動
静

【
3
月
16
日
〜
4
月
15
日
ま
で
】

4
月

3
月

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
感
染
者
の

発
生
状
況
や
感
染
症
に
関
す
る
各
種
情
報

を
江
差
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に

よ
り
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

正
確
な
情
報
を
収
集
す
る
手
段
の
１
つ

と
し
て
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
登
録
方
法
は
次
の
２
通
り
で
す
。

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
登
録

　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
読
取
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
し

て
く
だ
さ
い
。

　
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
内
の
Ｉ
Ｄ
検
索

に
よ
る
登
録

　
　
　

Ｉ
Ｄ
検
索
へ「
＠esashi_tow

n

」

と
入
力
し
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

　

登
録
後
、
利
用
規
約
が
画
面
上
に

表
示
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の

う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
統
計
係

　
　
　
　
☎
５
２

－

６
７
１
２

▼ＬＩＮＥアプリ検索
　機能による方法

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
情
報
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
で
配
信
中

▼ＱＲコードによる方法

珠 洲市友好都市
　３月 25 日、永禅寺（上戸町）のコブシが珠洲
市指定天然記念物に、珪藻土切り出し技術が珠
洲市指定無形民俗文化財にそれぞれ指定されま
した。
　珪藻土切り出し技術は、本市でのみ行われて
いる伝統的な人力による坑道掘りで、この技術
がいつ頃成立したのかわかっていませんが、他
に類例を見ない、伝統技術として貴重です。
　永禅寺のコブシは、樹齢 150 年以上と推測さ
れ、例年、3 月下旬から 4 月上旬に開花し、丘
陵の緑を背景に咲き誇る様は壮観で、県内では
最も高く太いコブシです。

“永禅寺（上戸町）のコブシ”と“珪藻土切り出し技術”が
珠洲市の文化財に指定

入札日 工事名（委託業務名） 予定価格（税込） 落札業者 契約金額（税込） 落札率（％）

3.23 江差南が丘無線共聴施設パンザマスト立替工事 5,720,000 円 ㈱ NHKテクノロジーズ
札幌総支店 5,170,000 円 90.4%

3.23 江差円山テレビ中継局受信アンテナ放射器補修工事 2,233,000 円 ㈱三新 2,200,000 円 98.5%
3.23 江差新栄テレビ中継局設備補修工事 8,756,000 円 ㈱三新 8,690,000 円 99.2%

3.23 令和４年度水道施設の水処理等維持管理部分委託業務 30,129,000 円 札幌施設管理・クリエイト北
海道委託業務共同企業体 29,766,000 円 98.8%

3.28 令和３年度南が丘小学校複合遊具整備工事 22,627,000 円 ㈱田畑建設 21,890,000 円 96.7%
3.28 令和３年度江差北小学校複合遊具整備工事 16,940,000 円 ㈱道南土木 16,610,000 円 98.0%

3.29 江差町在宅型総合福祉施設まるやま及び生きがい交流セン
ター清掃業務 2,442,000 円 株式会社ホンマファシリ

ティーズ 2,145,000 円 87.8%

3.30 江差町高齢者等交通費助成事業委託業務 3,142,986 円 函館バス株式会社 3,142,836 円 100.0%
ま
ち
の
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来
事
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昨
年
の
夏
～
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
か

も
め
島
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
～
海
と
日
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
が
、
４
月
29
日
か
ら

10
月
23
日
の
期
間
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
海
洋
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充

実
化
を
目
指
し
て
、
８
月
を
目
途
に
Ｓ

Ｕ
Ｐ
体
験
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
予
定
す

る
ほ
か
、
海
を
学
ぶ
場
と
し
て
「
み
ら

い
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
員
」
を
定
期
開
催
し

ま
す
。（
詳
細
は
、折
込
チ
ラ
シ
に
掲
載
）

　
町
民
が
半
額
で
宿
泊
で
き
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
日
本

財
団
「
海
と
日

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
「
サ
ザ

エ
さ
ん
」
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
番

組
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
か
も
め

島
と
マ
リ
ン
ピ

ン
グ
が
全
国
放
送
さ
れ
ま
す
。

■
期
間 

令
和
４
年
４
月
～
６
月

■
毎
週
日
曜
日 

夜
６
時
30
分
～

■
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）

　
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構
（
以

下
、機
構
）
が
、３
月
28
日
付
け
で
、「
登

録
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
登
録
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）」
と
し
て
観
光
庁
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、

　
「D

estination
M

anagem
ent/M

arketing　

O
rganization

」

の
略
で
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
醸
成
す
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
な
る
法
人
で
す
。

　
機
構
は
、
令
和
２
年
１
月
に
「
候
補

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、

観
光
庁
が
そ
の
後
の
活
動
状
況
や
事
業

計
画
の
内
容
等
を
審
査
し
た
結
果
、
候

補
法
人
か
ら
登
録
法
人
へ
昇
格
し
ま
し

た
。

　
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
な
る
と
、
観
光
庁
等

の
関
係
省
庁
よ
り
情
報
提
供
や
体
制
強

化
、
事
業
推
進
等
の
支
援
を
受
け
や
す

く
な
り
ま
す
。
今
後
は
こ
う
し
た
メ

リ
ッ
ト
を
活
用
し
つ
つ
、
観
光
振
興
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
持
続
可

能
な
地
域
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

か
も
め
島
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
が

か
も
め
島
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
が

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」に
登
場
し
ま
す

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」に
登
場
し
ま
す

道
南
で
初
の

「
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」が
誕
生

問
か
も
め
島
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
運
営
事
務
局

　
（
☎
５
６

－

１
１
４
４
）

問
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構

　
（
☎
５
６

－

１
１
４
４
）

　江差町社会福祉協議会では普段外出の少ない方や買物に自
由に行けない方などを対象に、参加者同士の交流やご自身で
買物を楽しんでもらうため今回は柳崎町方面へワゴン車を運
行して事業を実施。また、有志の江差高校生は事業に合わせ
てボランティア活動を行いました。
　利用した方と高校生が一緒に会話しながら、手の届かない
品物を代わりに取ったり、荷物を持ったりと寄り添って活動が
行われました。利用した方からは、「楽しい、またお願いしたい」
と今後の活動に期待を寄せていました。

月16日４
江差町社会福祉協議会の買物等おでかけ
　　サロンと江差高校生ボランティアを実施

まちの出来事まちの出来事まちの出来事まちの出来事まちの出来事まちの出来事まちの出来事
月６日４

今年一年の交通安全を願って
　　交通安全祈願式及び一斉街頭啓発を実施
　今年一年の交通安全を祈願し、姥神大神宮において町内の
交通安全関係機関・団体の代表者が参加し、「交通安全祈願
式」が執り行われました。
　引き続き、江差町役場前では「一斉街頭啓発」を行い、町内
の交通安全関係機関・団体などから約90名が参加し、交通安
全旗を掲げる「旗の波作戦」を実施しました。
　町内における交通事故死ゼロに向けて、交通安全に対する更
なる意識の向上を図り、交通事故を抑止するよう取り組みました。
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ピロリ菌ついて　その１
　ピロリ菌は、正式名称を「ヘリコバクター・
ピロリ」という、胃の粘膜に生息する細菌で、
胃の多くの疾患の原因となります。胃で分泌さ
れる胃酸は強い酸であり、胃の中では通常の細
菌は生存できません。しかし、ピロリ菌は自身
が作り出すウレアーゼという酵素から自分の周
りにアンモニアを作りだし、胃酸を中和させて
胃内で生息しているのです。
　オーストラリアのウォーレンとマーシャルと
いう２人の医師が、1982年にピロリ菌を発見し
ました。当初は胃内に細菌がいるという事実は
懐疑的に受け止められていましたが、その後ピ
ロリ菌と胃の疾患との関連が明らかになり、広
く信じられるようになりました。当時の常識を
疑い、それを覆した研究に対する功績が認めら
れ、２人はノーベル賞を受賞しています。
　ピロリ菌の感染は、口から摂取することで起
こると考えられています。そして、胃内の酸性
が弱くピロリ菌が生き延びやすい乳幼児期（５
歳以下）に感染することがほとんどと言われて
おり、大人になってからの感染はほぼ起こらな
い考えられます。高齢者の感染者が多く、若年
者になるにつれ感染者が激減していることから、
幼少期の生活環境（上下水道の普及など）がピ
ロリ菌感染に影響していると考えられています。
また、感染した親から幼児への食べ物の口移し
も、感染の要因と考えられています。

　　　　内科認定医　沼田　泰尚

　　　　　　午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　　　　　　　（初診の方は、9時00分～）                   
　　　　　　午後･･･1時00分～2時30分 
　　　　　　予約受付時間（定期患者のみ）
　　　　　　午後･･･1時00分～4時00分  

※診療受付時間 

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

外来診療体制 5 月の診療予定です 
診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
下
さ
い
。

整 形 外 科 午前　月、火、木、金曜日（午前11時までの受付）
午後　水と金曜日（午前、午後診療いずれも完全予約制）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）
　　（なお、月曜日は午前10時から診察）

消 化 器 内 科
午前　水曜日（午前11時までの受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日と12日（木）・19日（木）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　6日（金）・13日（金）
総合診療（外科）午前　火から木曜日
外 科 午前　13日（金）のみ（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　16日（月）・17日（火）・23日（月）・24日（火）
午後　16日（月）・23日（月）

耳 鼻 咽 喉 科
午前　12日（木）・17日（火）・18日（水）・26日（木）・31日（火）
　　　（午前11時までの受付）
午後　11日（水）・25日（水）

眼 　 　 　 科
午前　12日（木）・19日（木）（予約以外の初診受付11時まで）
午後　11日（水）・18日（水）・25日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

北海道立江差病院　（字伏木戸町 484 番地　☎ 52-0036　FAX52-0098　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/db/esb）

道 立 江 差 病 院 コ ー ナ ー

☆☆☆ “ 看護職員 ” 募集のお知らせ ☆☆☆
正職員（看護師）、パート職員（看護師（時給1,182～1,400円）
･准看護師（時給1,015～1,182円）･看護助手）を募集しています。
各種手当･有給休暇･院内保育所あり。勤務時間（例：1日4時間で
週3日など）も相談可能です。ご連絡お待しております！ お問い
合わせ先：52－0036　総看護師長　若林

法
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～
そ
の
筍
は
誰
の
も
の
？
～（
第
148
号
）

　

北
海
道
に
も
春
が
訪
れ
ま
し
た
ね
。
今
回
は
春
の
味
覚
の
一
つ
、

筍
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
民
法
の
大
家
」
と
も
呼
ば
れ
る
方
の
逸
話
。
そ
の
方
を
Ａ
先
生

と
お
呼
び
し
ま
す
。

　
あ
る
春
の
日
、
Ａ
先
生
の
庭
に
筍
が
生
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

Ａ
先
生
は
こ
れ
を
食
べ
よ
う
と
自
ら
こ
の
筍
を
刈
り
ま
し
た
。
す
る

と
、
お
隣
さ
ん
か
ら
「
そ
れ
は
う
ち
の
筍
が
土
地
を
越
え
て
そ
っ
ち

に
生
え
た
も
の
だ
！
う
ち
の
だ
よ
！
勝
手
に
刈
ら
な
い
で
お
く
れ
。」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
Ａ
先
生
は
六
法
を
取
り
出
し
て
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
を
見
て
ご
ら
ん
。【
民
法
２
３
３
条
第
４
項
（
旧
第
２
項
）：

隣
地
の
竹
木
の
根
が
境
界
線
を
越
え
る
と
き
は
、
そ
の
根
を
切
り
取

る
こ
と
が
で
き
る
。】私
に
は
こ
の
筍
を
刈
る
権
利
が
あ
る
の
だ
よ
。」

　
そ
う
い
っ
て
Ａ
先
生
は
刈
っ
た
筍
を
美
味
し
く
食
べ
た
と
か
食
べ

な
い
と
か
…
。

　
―
―
実
際
に
こ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
民
法
に
は
こ
の
よ
う
な
、
生
活
に
と
て
も
身
近
な
条
文
が
あ
る

の
で
す
。
一
方
で
こ
ん
な
条
文
も
あ
り
ま
す
。【
民
法
２
３
３
条
第

１
項
：
土
地
の
所
有
者
は
、
隣
地
の
竹
木
の
枝
が
境
界
線
を
越
え
る

と
き
は
、
そ
の
竹
木
の
所
有
者
に
、
そ
の
枝
を
切
除
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。】
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
枝
が
土
地
の
境
界
線
を
越
え

た
場
合
は
、
根
と
違
っ
て
勝
手
に
切
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
こ

れ
は
、
枝
は
見
栄
え
に
影
響
し
、
ま
た
、
果
実
が
あ
る
場
合
も
多
い

こ
と
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
枝
は
、
切
り
方
次
第
で
は

大
き
く
価
値
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
勝
手
に
切
っ

て
は
な
ら
ず
、
所
有
者
に
要
求
し
て
切
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。（
な
お
、
令
和
３
年
の
民
法
改
正
に

よ
り
、
一
定
の
場
合
に
自
ら
切
除
で
き
る
と
い
う
条
文
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。）

　
と
は
い
え
、
ご
近
所
間
で
は
何
も
法
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
話
し

合
い
で
解
決
で
き
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ご
近
所
間
で
果
実
や

筍
の
お
す
そ
分
け
を
す
る
の
も
素
敵
で
す
ね
。

　
…
そ
う
い
え
ば
Ａ
先
生
、
筍
っ
て
根
っ
こ
で
す
か
…
？

　
相
談
の
ご
予
約
は
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
３
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　
弁
護
士　
松
田　
明
子
）
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5  令
和
4
年
5
月
1
日
発
行

役江差町役場
高看 高等看護学院体育館

ままなびっく
か保 かもめ保育園

保保健センター
水保 水堀保育園

子セ 子育て支援センター
生生きがい交流センター

会場
略称

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

高看 新型コロナワクチン
集団接種（小児）
 13時～　　

８ ９ 10 11 12 13 14
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～　　

ま 運転免許証更新時講習
優良：13時～
一般：14時～
初回：15時45分～
保健康体操・
ダイエット教室
 13時30分～

子セ 親子あそび広場
 9時30分～
保ネクスト
イノベーション
 18時30分～

水保 キッズランド
 10時～　　

保乳児相談
 9時30分～
保 乳児・1歳6ヶ月児健診
 12時45分～

高看 新型コロナワクチン
集団接種（小児）
 13時～　　

15 16 17 18 19 20 21
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～　　

保健康体操・
ダイエット教室
 13時30分～

子セ 親子あそび広場
 9時30分～

　

か保 キッズランド
 10時～　　

22 23 24 25 26 27 28
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～　　

役年金相談
 10時～　　
保健康体操・
ダイエット教室
 13時30分～

子セ 親子あそび広場
 9時30分～

水保 キッズランド
 10時～　　
ま 運転免許証更新時講習
優良：13時～
違反：14時15分～

保あそび広場
 10時～　　

29 30 31 ６/1 ６/2 ６/3 ６/4
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～　　

保健康体操・
ダイエット教室
 13時30分～

2022年 MAY ５月のカレンダー５月のカレンダー
令和４年４月22日時点

土曜、日曜、及び休日の当番医

※1　　 ４日　道立江差病院
　　　　11日　道立江差病院
　　　　1８日　上ノ国診療所
　　　　25日　佐々木病院

平日の夜間当番医（午後5時～9時）
曜日 当　番　医 電話番号
月 勤医協江差診療所 52－1366
火 佐 々 木 病 院 52－1070
水 ※1　下記参照
木 上 ノ 国 診 療 所 55－2017
金 道 立 江 差 病 院 52－0036

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

日（曜日） 病　院　名 時　間 電話番号
5/1（日） 勤医協江差診療所 ９時～21時 52－1366
３（火） 上 ノ 国 診 療 所 ９時～21時 55－2017
４（水） 道 立 江 差 病 院 ９時～17時 52－0036
５（木） 乙 部 町 国 保 病 院 ９時～17時 62－2331

上 ノ 国 診 療 所 17時～21時 55－2017
７（土） 佐 々 木 病 院 正午～21時 52－1070
８（日） 佐 々 木 病 院 ９時～21時 52－1070
14（土） 上 ノ 国 診 療 所 正午～21時 55－2017
15（日） 厚沢部町国保病院 ９時～17時 64－3036

佐 々 木 病 院 17時～21時 52－1070
21（土） 勤医協江差診療所 正午～21時 52－1366
22（日） 道 立 江 差 病 院 ９時～17時 52－0036
2８（土） 上 ノ 国 診 療 所 正午～21時 55－2017
2９（日） 道 立 江 差 病 院 ９時～21時 52－0036


